
　

Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
、
生
産
者
、
安
芸
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
、
管
内
の
各
市
町
村
で
つ
く
る
Ｊ
Ａ
高
知
県

安
芸
地
区
消
費
拡
大
連
絡
協
議
会
は
３
月
７
日
、
豊
洲

市
場
内
の
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ボ
」

で
「
な
す
祭
り
ｉｎ
豊
洲
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

試
食
宣
伝
で
は
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
が
調
理
し
た
「
な

す
の
た
た
き
」
約
３
０
０
人
分
を
用
意
。
仲
買
人
ら
に

レ
シ
ピ
を
添
え
て
配
り
ま
し
た
。
試
食
し
た
人
は
「
高

知
の
ナ
ス
は
美
味
し
い
」「
ナ
ス
は
素
揚
げ
と
相
性
が
い

い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

出
前
授
業
も
行
い
、
安
芸
市
で
ナ
ス
を
栽
培
す
る
尾
木
浩

子
さ
ん
が
、
天
敵
昆
虫
を
使
っ
た
環
境
保
全
型
農
業
や
協
議

会
の
活
動
な
ど
を
紹
介
。
参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー
は
「
優
れ
た

環
境
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
高
知
の
ナ
ス
を

積
極
的
に
取
り
扱
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
エ
コ
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
や
環
境
保

全
型
農
業
な
ど
、
日
本
一
の
ナ
ス
産
地
の
取
り
組
み
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
料
理
講
習
会
や
出
前
授
業
な
ど
毎
年
全
国

各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
知
野
菜
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

第
17
回 

な
す
祭
り
in
豊
洲
市
場市場で働く仲買人に、安芸地区の安全・安心でおいしい野菜をＰＲしました

朝５時から調理スタート！

みなさんレシピも持って帰ってくれました

わずか15分程で配り終え、大好評でした

市場内も見学。高知のなすも見つけて大興奮 出前授業で環境に優しいナスづくりを紹介

みんなで300人分の試食を準備

穴内のナスを
発見！

高知のナス
食べて

レシピも活用
してください

尾木さんと
東京事務所の
西内所長が
よさこい踊りで
登場！

ヨッチョレ♪
ヨッチョレ♪

安芸地区



　岡村家の庭には、イエロー、ブルー、ラ
イトグリーン、ホワイトなど、色鮮やかなセ
キセイインコの鳴き声が響いていました。晴
予さんが子供の頃につがいで飼い始め、
今では約30羽に！　大家族で賑やかに暮ら
しています。
　セキセイインコは１羽で飼うとおしゃべり
も得意ですが、ここでは団体飼いなので
ピーピーピーと愛らしく鳴くだけです。猫や
ヘビが来たら、さあ大変！　鳥小屋は大騒ぎ
です。

　陽菜乃ちゃんと心乃美ちゃんは大好きなジン
ベイザメのぬいぐるみと、優誠くんはカニポー
ズで登場  ！  サメやカメ、カニなど３人の好きな
ものに会える「むろと廃校水族館 」がお気に
入りの場所です。心乃美ちゃんは、母・久美
子さんの母校でもあるこの水族館で、カメの
飼育員になるのが夢なんだ♪
　優誠くんは休日になると父・優太さんのナス
のハウスへ来て、草引きを手伝います。でも、
手伝いは一瞬で、ハウスの周りで昆虫採集や
カニ探しに夢中。カニのことは何でも知ってい
るカニ博士は、先日カニについて書いた作文
が高知新聞にも載りました！さすが博士～！

　律子さんのお宅には、「つづらかずら」や
「籐」で編んだ様々な形・大きさの籠が飾ら
れていました。なんと、すべて手作りです。
　約20年前、夫・精作さんの故郷である吉
良川町へＵターンしてきた律子さん。周りに知
り合いもいない環境で、趣味を作りたいとか
ずら編みを始めました。かずらのつるは近所の
山へ採りに行き、面白い形の木の根なども見
つけては、籠との組み合わせを楽しみます。
　「いろんなことを忘れて、無心になれるとこ
ろが魅力」と律子さん。毎月キットで送られて
くる、籐の小物やバッグも15個ぐらい作りまし
た。運が良ければ、道の駅キラメッセ室戸 楽
市で購入もできます♪

緑が似合うかずら編み
谷口 律子さん（68）

将来は雇用して規模を拡大したい
丸田 大地さん（25）

　大地さんの父・隆三さんは、一人でナス20
アールを栽培していました。父を手伝いたいと
平成29年１月、６年間勤めた製造業から農業
の世界へ。ナス農家に囲まれて育ったこともあ
り、いつかは継ぎたい思いもありました。
　農業担い手育成センターで研修後、親元で
就農。実際に農業と向き合う日々は、「誰かの
指示を仰ぐ仕事と違い、自由でおもしろい」と
大地さん。来作は一人で全ての栽培に挑戦す
る予定です。
　「 将来は家族の土地を活用して、雇用しな
がら規模を拡大したい 」。大地さんの誠実な
姿勢に、未来の力強い産地の姿が見えます。

セキセイインコ
30羽の大家族
 飼い主：岡村 晴予さん

むろと廃校水族館がお気に入り
　左　尾木 陽菜乃ちゃん（10）
　右　　 　 優誠くん（７）
中央　　 　 心乃美ちゃん（５）

ひ な の

ゆう せい

こ　の　み

あき北支所
管内より

吉良川支所管内より

芸西支所管内より 穴内出張所
管内より



地区本部吉良川支所

地区本部地区本部

安芸地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

農業担い手サミットinあきし

　

２
月
26
日
・
27
日
、「
第
20
回

高
知
県
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in

あ
き
し
」
が
開
か
れ
、
農
業
認
定

者
や
市
町
村
職
員
、
関
係
機
関
ら

32
人
が
（
株
）
ア
グ
リ
ー
ド
土
佐

あ
き
に
現
地
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
研
修
生
の
受
け
入

れ
や
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

有
光
専
務
は
「
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ

ス
の
運
営
は
、
市
、
県
、
農
家
、Ｊ

Ａ
の
連
携
が
重
要
。
安
芸
市
は
担

い
手
育
成
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
な
の

で
、
し
っ
か
り
と
就
農
ま
で
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ひなまつりで芋天・ドーナツ人気

　

年
金
友
の
会
は
３
月
15
日
、安
芸

地
区
で
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て
い

る
方
を
招
待
し
て
、年
金
友
の
会
総

会
と
歌
謡
演
芸
大
会
を
開
き
ま
し

た
。 

安
芸
市
民
会
館
と
安
田
町
文

化
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
の
会
場
で
、 

７
５
６
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、歌
謡
演
芸
大
会
が

ス
タ
ー
ト
。 

玉
川
カ
ル
テ
ッ
ト
の

歌
謡
漫
談
や
ニ
ッ
ク
ス
の
漫
才
を

楽
し
ん
だ
後
、日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞

最
優
秀
新
人
賞
な
ど
を
受
賞
し
た

西
尾
夕
紀
さ
ん
の
歌
声
と
モ
ノ
マ

ネ
を
堪
能
し
ま
し
た
。会
場
か
ら
は

時
折
、笑
い
声
や
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
、賑
や
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

道の駅「大山」周辺で清掃活動美しい歌声にうっとり

ハウス内を見学する参加者揚げたてのドーナツを販売する女性部員㊧

大山岬の堤防沿いのゴミを拾う青壮年部員「歌姫」を熱唱する西尾夕紀さん

　

青
壮
年
部
は
３
月
12
日
、
道
の
駅

「
大
山
」
周
辺
で
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で

毎
年
行
い
、
５
支
部
か
ら
部
員
14
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
員
は
山
側
と
海
側
に
分
か
れ

て
、
歩
道
や
車
道
、
漁
港
や
公
園
な

ど
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
分
別
し
な

が
ら
回
収
。
道
の
駅
か
ら
大
山
岬
周

辺
に
か
け
て
、
ご
み
袋
９
つ
分
を
拾

い
ま
し
た
。

　
　

賀
康
雄
部
長
は
「
観
光
客
や
地

元
の
人
に
気
持
ち
良
く
過
ご
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
清
掃
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

指導ありがとう
青壮年部員にカレー振る舞う

　

青
壮
年
部
吉
良
川
支
部
は
３
月
12

日
、
吉
良
川
小
学
校
で
１
、
２
年
生

の
児
童
17
人
と
、
児
童
手
作
り
の
カ

レ
ー
を
囲
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

同
支
部
で
は
毎
年
、
食
育
活
動
の

一
環
で
児
童
に
野
菜
の
種
ま
き
か
ら

収
穫
ま
で
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
指
導
の
お
礼
と
し
て
、
児
童
は

部
員
と
一
緒
に
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
使
い
、
カ
レ
ー
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。
部
員
と
一
緒
に
調
理
し
た
ダ

イ
コ
ン
の
漬
物
も
添
え
ま
し
た
。
児

童
と
部
員
は
「
み
ん
な
で
育
て
た
野

菜
は
、
い
つ
も
よ
り
美
味
し
い
ね
」

と
笑
顔
で
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
も
開
か
れ
、
児
童
は
野
菜

の
種
ま
き
、
草
引
き
や
水
や
り
、
収

穫
、
漬
物
作
り
、
漬
物
の
販
売
に
つ

い
て
の
感
想
を
大
き
な
声
で
発
表
し

ま
し
た
。
児
童
は
「
小
さ
な
種
か
ら

大
き
な
ダ
イ
コ
ン
が
で
き
て
驚
い

た
」「
水
を
あ
げ
る
と
大
き
く
育
つ

の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　
　

賀
康
雄
副
部
長
は
「
野
菜
の
栽

培
や
調
理
で
食
の
大
切
さ
を
、
さ
ら

に
販
売
を
通
し
て
お
金
の
大
切
さ
も

学
ん
で
ほ
し
い
」
と
期
待
し
ま
し
た
。

児童とカレーを囲む青壮年部員

吉良川支所

　

女
性
部
吉
良
川
支
部
は
２
月
28

日
〜
３
月
３
日
、「
吉
良
川
の
町
家

雛
ま
つ
り
」
に
出
店
。
今
年
で
10
回

目
と
な
る
同
イ
ベ
ン
ト
に
、
毎
年
出

店
し
て
い
ま
す
。

　

部
員
が
西
山
き
ん
と
き
と
加
工
品

を
販
売
。
イ
モ
の
甘
さ
が
引
き
立
つ

芋
天
と
、
ペ
ー
ス
ト
状
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
生
地
に
練
り
こ
ん
だ
芋
ド
ー
ナ

ツ
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
昼
時
は

行
列
が
で
き
、
揚
げ
た
そ
ば
か
ら
売

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
イ
モ
が
す
ご
く
甘
い
」

「
お
い
し
い
の
で
毎
年
買
い
に
来
て

い
る
」
と
笑
顔
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

地区本部

「吟の夢」新酒づくり
東川酒米研究会が工場見学

仕込み中のお酒を確認する参加者

　

特
産
部
東
川
酒
米
研
究
会
は
３
月
22

日
、
土
佐
市
の
酔
鯨
酒
造
の
新
工
場

「
土
佐
蔵
」
を
訪
れ
、
同
研
究
会
が
栽

培
し
た
酒
造
好
適
米
「
吟
の
夢
」
で
つ

く
ら
れ
た
新
酒
の
仕
上
が
り
を
確
か
め

ま
し
た
。
生
産
者
や
酒
造
会
社
、 

Ｊ

Ａ
、
行
政
な
ど
13
人
が
工
場
見
学
と
試

飲
を
し
、
意
見
交
換
会
も
開
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
産
は
７
月
の
西
日
本
豪
雨

の
影
響
で
、
圃
場
が
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
収
量
は
29
年
産
の
４
割
程

度
ま
で
落
ち
込
み
、
6.8
ト
ン
で
し
た
。

酒
造
会
社
か
ら
は
「
豪
雨
や
猛
暑
の
影

響
で
、
30
年
産
の
「
吟
の
夢
」
は
粒
が

固
か
っ
た
。「
吟
の
夢
」
で
造
っ
た
お

酒
の
フ
ァ
ン
も
多
い
の
で
、
来
年
に
期

待
し
た
い
」
と
意
見
が
出
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
精
米
機
や
酵
母
室
、
仕
込
場

な
ど
を
巡
り
、
製
造
現
場
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

研
究
会
長
の
島
津
和
弘
さ
ん
は
、

「
圃
場
の
復
旧
が
進
み
、
31
年
産
の
収

量
は
29
年
産
の
８
割
程
度
ま
で
回
復
予

定
。
さ
ら
に
高
品
質
な
酒
米
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
今
日
の
意
見
交
換
会
な

ど
も
活
か
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま

し
た
。

　

研
究
会
は
県
内
５
つ
の
酒
造
会
社
に

出
荷
し
、
毎
年
１
社
ず
つ
酒
蔵
を
回
り

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。





▼ 

「
な
す
ま
ん
」
は
イ
ベ
ン
ト
で
し
か
買
え
な

い
〝
幻
の
肉
ま
ん
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
芸

市
内
や
Ｊ
Ａ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

女
性
部
安
芸
支
部
が
作
る
「
な
す
ま
ん
」
の

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ど
こ
で
購
入

で
き
ま
す
か
？

（
安
田
支
所
・
80
歳
）

▼ 

「
あ
き
あ
い
あ
い
」
で
は
取
り
上
げ
た
こ

と
の
な
い
農
作
物
や
直
販
所
な
ど
の
情
報
も

増
え
た
の
で
、
み
な
さ
ん
の
楽
し
み
も
増
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

「
あ
き
あ
い
あ
い
」
か
ら
の
フ
ァ
ン
で
す
。「
こ
う

ぐ
り
」
に
な
っ
て
か
ら
ペ
ー
ジ
数
も
増
え
、
東
か

ら
西
ま
で
の
珍
し
い
記
事
も
多
く
な
り
、
立
派

な
本
に
な
り
ま
し
た
。（

あ
き
北
支
所
・
78
歳
）

▼
間
違
い
探
し
！  

や
っ
ぱ
り
、
知
っ
て
い
る
人
を

見
つ
け
る
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
よ
ね
。

間
違
い
探
し
で
も
す
る
よ
う
に
、
広
報
誌
に

知
人
が
写
っ
て
い
な
い
か
探
し
ま
く
っ
て
い
ま

す
。
２
月
号
で
は
小
学
校
の
同
級
生
が
載
っ

て
い
て
驚
き
ま
し
た
！（あ

き
北
支
所
・
50
歳
）

▼
公
文
さ
ん
ご
夫
婦
の
お
話
は
す
ご
く
楽
し
く

て
、
素
敵
な
写
真
も
た
く
さ
ん
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
仕
事
を
忘
れ
て
、
す
っ
か
り
長
居

し
て
し
ま
っ
た
の
は
内
緒
で
す
〜
。

田
野
町
の
シ
ン
ボ
ル
「
ま
ん
ち
ゃ
ん
」
の
掲

載
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
正
昭
さ
ん

は
、
い
つ
も
笑
顔
の
素
敵
な
男
性
で
す
。

（
田
野
支
所
・
81
歳
）

▼
私
た
ち
が
日
々
、
口
に
す
る
お
野
菜
を
愛

情
た
っ
ぷ
り
で
育
て
る
姿
勢
は
素
晴
ら
し
い

で
す
よ
ね
。

生
産
者
の
方
々
の
農
作
物
に
対
し
て
の
一
生

懸
命
さ
が
ズ
ン
ッ
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
安

心
で
新
鮮
な
野
菜
を
作
っ
て
い
た
だ
き
有
難

い
で
す
。　
　
　

　

 

（
室
戸
支
所
・
72
歳
）

▼
白
ご
は
ん
に
も
お
酒
に
も
ぴ
っ
た
り
の
メ

ニ
ュ
ー
で
す
ね
。
私
は
、
他
の
野
菜
も
入
れ

て
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
海
老
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ソ
テ
ー
、

早
速
作
っ
て
み
ま
し
た
！  

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
か

つ
お
節
を
多
め
に
し
た
ら
、
さ
ら
に
美
味
し

か
っ
た
で
す
よ
。　

 

（
奈
半
利
支
所
・
62
歳
）

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

今
月
号
は
、
共
通
ペ
ー
ジ
に
安
芸
地

区
の
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
い

ま
す
。
安
芸
一
発
目
の
表
紙
を
飾
る
の

は
、
も
ち
ろ
ん
自
慢
の
ナ
ス
！  

作
っ
て

み
ん
か
え
〜
食
べ
て
み
ん
か
え
〜
の
コ
ー

ナ
ー
は
、「
な
す
の
た
た
き
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
安
芸
で
は
も
う
お
馴
染
み

の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
が
、
他
地
区
の
人
に
も

食
べ
て
欲
し
く
て
！   
何
よ
り
、
私
が一
番

好
き
な
ナ
ス
料
理
で
す
♪

　

直
販
所
め
ぐ
り
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
あ
ま
〜

い
「
キ
ラ
坊
す
い
か
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

今
年
の
夏
も
食
べ
れ
ま
す
よ
う
に
・・・
！

　

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
や
伊
尾
木
洞
な

ど
、
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
も
巡
り
な
が
ら
、

安
芸
の
農
産
物
や
グ
ル
メ
を
多
く
の
人
に

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。　
　
　

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
竹
村
）

安芸地区版

税務相談日 ５月15日（水）・  ６月19日（水）

あき支所３階会　場 10:00 ～ 16:00時　間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

JA高知県女性部安芸地区 女性大学
ときめき学園パート６ 受講生募集！
　女性部安芸地区は、今年も充実のカリキュラム
で女性大学を開催します。新しい仲間づくりの場
で、わくわくドキドキの体験をしてみませんか？

2019年６月 ～ 2020年１月まで月１回開催期　　間

JA高知県安芸地区管内の女性対 象 者

募集人員 先着30名

募集締切 2019年５月31日（金）

お問い合わせ 安芸地区本部　企画組合員課
担当：島田・森光　0887－34－1517

受 講 料 年間6,000円（女性部員の場合4,000円）
※内容により別途実費をいただきます。

※日程・場所・内容等は変更になる場合があります。

日時 講座内容 実費 場所

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

ハーバリウム教室

味噌作り

エコバック作り

バランスボール教室

あいさい広場・
阿波人形浄瑠璃など

キャンドル作り

フラワーアレンジメント

ミニ皿鉢料理作り

500円

1,000円

500円

6,000円

1,000円

3,000円

あき支所３階

川北加工場

あき支所３階

女性の家

徳島県

あき支所３階

あき支所３階

女性の家

６月８日（土）
13：30～ 15：30

７月27日（土）
13：00～ 15：30
８月17日（土）
13：00～ 17：00
９月21日（土）
13：30～ 15：00
10月26日（土）
７：50～
11月30日（土）
13：30～ 15：30
12月21日（土）
13：30～ 15：30
１月11日（土）
13：00～ 16：00
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